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１１．．各各部部名名称称  

   
                                                          

 

  Ａ.液晶表示器 

 
  Ｂ.設定温度                        Ｃ.設定温度 

   DOWN ボタン                        ＵＰボタン 

 

Ｆ.風量ボタン 

  Ｄ.停止ボタン 

 

 

 

 

Ｅ.運転ボタン 

 

  室温センサー 

 

Ａ．液晶表示 

    設定温度           １５.０℃～３０.０℃（０.５℃ step）表示 

  室温             ０～４０℃（１℃ step）表示 

  冷房・暖房          冷房・暖房を文字にて表示 

  風量             自動・弱風・中風・強風を文字にて表示 

  設定表示（メンテナンス）   システムの設定を表示 

  故障表示           Ｅ１ 室温センサー異常 

        ※室温表示及び冷暖モードは予め無表示にすることができます。 

 

Ｂ．設定 DOWNボタン  Ｃ．設定ＵＰボタン 

設定温度の変更（UP・DOWN）を行うボタンです。０.５℃ステップにて変更でき

ます。押し続けると０.５℃単位で連続的に UP・DOWN します。また、両方同時

に押すと初期設定値にリセットされます。 

 

Ｄ．停止ボタン 

機能はすべて停止します。（ファン停止、バルブ全閉、LCD・LED 消灯） 
設定温度、運転状態（運転モード、風量）は記憶します。 

 

Ｅ．運転ボタン 

ファンコイルユニットの自動制御を始めます。（LCD・LED 点灯） 

      （停止前状態にて運転開始します。） 
 

Ｆ．風量ボタン 

ファンコイルの運転風量を設定します。ボタンを押すごとに下記の順番で風量

が切り替わります。 
 
  

 

 

  

  

  

  

  

 自動   弱   中   強 



２２．．シシスステテムムパパララメメーータタ設設定定  
NO. 設定項目 用 途 初期設定 パラメータ数値 

P1 冷房初期設定温度 冷 房 時 の 初 期 設 定 温 度 ２６℃ １５℃～３０℃ 

P2 暖房初期設定温度 暖 房 時 の 初 期 設 定 温 度 ２２℃ １５℃～３０℃ 

P3 設 定 下 限 値 設 定 温 度 の 下 限 値 ２０℃ １５℃～３０℃ 

P4 設 定 上 限 値 設 定 温 度 の 上 限 値 ２８℃ １５℃～３０℃ 

P5 室温表示 液晶にて表示／非表示の設定 １ 
１＝非表示 

２＝表示 

P6 冷･暖モード表示 液晶にて表示／非表示の設定 ２ 
１＝非表示 

２＝表示 

P7 バルブ制御 

バルブ制御 

無／無(※１)／無(※２) 

有の設定 

 

３ 

１＝無 

２＝無(※１) 

３＝無(※２) 

４＝有 

P8 電源管理 停電復帰後の状態設定 ５ 

１＝初期値停止 

２＝前回値停止 

３＝初期値運転 

４＝前回値運転 

５＝前回状態   

P9 送 風 域 送 風 域 の ｵ ﾌ ｾ ｯ ﾄ 1.0℃ 0.5℃～3.0℃ 

PA 冷房時感知温度補正 
室温センサー感知温度を補正 

－５℃～＋５℃まで補正可 
０８ 

１＝－５℃ 

１１＝±０℃ 

２１＝＋５℃ 

PB 暖房時感知温度補正 
室温センサー感知温度を補正 

－５℃～＋５℃まで補正可 
０８ 

１＝－５℃ 

１１＝±０℃ 

２１＝＋５℃ 

PC 冷暖切替 冷暖切替方法の設定 １ 

１＝手動切替 

２＝外部入力 

３＝配管温度 

  （※３） 

PD 初期運転タイマー PC の設定が３の時に機能 ５分 １分～２０分 

※１．風量モードが「自動」以外の時は、設定温度を表示しません。 

※ ２．風量固定モード時（弱,中,強）においても設定温度によるファン停止をします。 

※ ３．PCの設定を１以外でご使用の場合、基板改造が必要になります。 
 

● システムパラメータ設定方法（１ページの各部名称を参照下さい） 
 

１．Ｅ．運転ボタンとＦ．風量ボタンを同時に２秒間長押しして下さい。 

液晶画面に「Ｐ１ 26.0℃」というような表示がされます。表示されない場合は 

Ｅ．運転ボタンを押してください。 

（表示される数値は出荷状況により異なる場合があります） 
 

２．コントローラの各ボタンにて、それぞれのパラメータを設定します。 

Ｅ．運転ボタン ⇒ パラメータ項目の送り 

Ｆ．風量ボタン ⇒ パラメータ項目の戻り 

  Ｃ．設定温度ＵＰボタン／Ｂ．設定温度ＤＯＷＮボタン ⇒ パラメータの数値変更 
 

３．Ｅ．運転ボタンとＦ．風量ボタンを同時に２秒間長押しして下さい。 

通常液晶表示及び通常動作に戻ります。 

 



３３．．機機能能 

 

① 運転モード 

冷房モード・暖房モードがあります。（シーズン毎に切り換えて下さい）  

 

② 風量モード 

下記５種類のモードがあります。パラメータＰ７の設定により動作異なります。 

 ※バルブ制御は K99-TK5-FKV のみ（K99-TK5-FK にはバルブ制御機能がありません） 

 

・停止モード  ファン停止（バルブ＝閉） 

 

・自動モード  ☆Ｐ７＝１～３の場合  風量は停止・弱・中・強の自動切替 

★Ｐ７＝４の場合 風量は弱・中・強の自動切替  

バルブは制御的に開閉動作を行います。 

 

・弱モード   ☆Ｐ７＝１．２．４の場合 風量は弱固定／バルブ制御的開閉動作 

        ★Ｐ７＝３の場合  風量は停止・弱／制御動作 

 

・中モード    ☆Ｐ７＝１．２．４の場合 風量は中固定／バルブ制御的開閉動作 

        ★Ｐ７＝３の場合  風量は停止・中／制御的動作 

 

 ・強モード    ☆Ｐ７＝１．２．４の場合 風量は強固定／バルブ制御的開閉動作 

        ★Ｐ７＝３の場合  風量は停止・強／制御的動作 

 

③ 冷暖房モード切替 （１ページの各部名称を参照下さい） 

    ・冷暖手動切替(パラメータ設定 PC＝１の時) 

コントローラのボタン操作にて冷暖モード切替を行います。 

    冷房モードへ移行する場合 

    Ｅ．運転ボタンとＢ．設定温度 DOWN ボタンを同時に２秒間長押しして下さい。 

  液晶表示内の冷暖表示が冷房表示になれば、設定完了です。 

暖房モードへ移行する場合 

    Ｅ．運転ボタンとＣ．設定温度ＵＰボタンを同時に２秒間長押しして下さい。 

  液晶表示内の冷暖表示が暖房表示になれば、設定完了です。 

 

・外部信号による冷暖切替(パラメータ設定 PC＝２の時) 

 無電圧接点入力による冷暖切替です。接点 ON 入力時は冷房モード、接点 OFF 入

力時は暖房となります。※外部冷暖入力を実施する場合は基板改造が必要です。 

 

・配管温度感知による自動切替（パラメータ設定 PC=3 の時） 

パラメータ設定項目 PC の項目を３番に設定し、オプションの冷暖切替センサー

（K99-TK5-HS）を使用した場合にのみ、配管温度感知による冷暖自動切替が可能と

なります。パラメータＰＤにて初期運転タイマーの設定が可能です。 

 

④ 設定温度の上下限設定 

     設定により設定温度の設定範囲を１５℃～３０℃内で設定することが可能です。 

    パラメータＰ３及びＰ４にて設定可能です。 

 

 

 

 

 

 



⑤ 設定温度リセット 

       電源投入時又は、コントローラの高・低ボタンを同時に押すと設定温度は下記 

       初期値になります。 

冷房初期値 １５℃～３０℃で設定可能（標準設定２６.０℃） 

暖房初期値 １５℃～３０℃で設定可能（標準設定２２.０℃） 

    パラメータＰ１及びＰ２にて設定可能です。 

  ⑥ 液晶表示切替 

    現在の室温を表示・非表示及び、暖房・冷房状態の表示を非表示に出来ます。 

    パラメータＰ５及びＰ６の設定になります。 

 

⑦ 停復電機能（電源発停機能） 

       停電復帰後のコントローラの状態は以下の５種類で設定可能となります。 

・停止状態・初期値設定温度（システムパラメータ設定のＰ１,Ｐ２に該当）で復帰 

・停止状態・前回値設定温度（設定温度は停電前の設定温度のまま）で復帰 

・運転状態（風量自動モード）・初期値設定温度にて復帰 

・運転状態（風量自動モード）・前回値設定温度にて復帰  

・停電前の運転状態・前回値設定温度にて復帰（停電前が停止時は停止状態です） 

       パラメータＰ８にて設定可能です。 

 

⑧ 計測温度補正 

使用環境やファンコイルの能力等に合わせ計測温度補正が行えます。 

設置面と実際の室温に誤差が生じる場合に冷房時・暖房時のそれぞれに計測温度補

正が行えます。 

    パラメータＰＡ及びＰＢにて設定可能です。 
 

⑨ 異常停止 

    コントローラ・室温センサー等が故障した場合、ファンは停止、バルブ全閉と 

    なります。（但し故障の状況に応じて異なる場合があります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４４．．制制御御チチャャーートト図図（（風風量量制制御御モモーードド））  
（システムパラメータ設定項目のＰ７が１,２,３に設定されている場合です） 

室温センサーでの感知は 0.1℃単位で計測しておりますが、ファンコイル動作のチャ

タリング防止の為、内部演算し出力値を算出しております。任意に設定温度、室温セ

ンサー感知温度を変更しても下記動作と一致しない場合があります。 

 

（風量モードが「弱・中・強」の時は各風量にてバルブ制御のみ動作します） 

・ 冷房制御時 風量モードが「自動モード」の場合のみ 

 

         

         

         

         

         

室温（低い）                   （高い） 

                  α℃  α℃ 

 

・ 暖房制御時 風量モードが「自動モード」の場合のみ 

 

         

         

         

         

         

   室温（低い）                    （高い） 

                 α℃  α℃ －α－0.5℃  設定温度 

   

ＳＰ＝設定温度 

αは送風域です。0.5℃～3.0℃まで 0.5℃単位で変更が可能です。 

（送風域ついては、システムパラメータ設定をご参照下さい）  
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５５．．  仕仕様様表表  

型 番 Ｋ９９－ＴＫ５－ＦＫ（リニューアル物件向け） 
定  格  電  圧 AC100V（電源許容変動範囲 85V～110V） 
定 格 周 波 数 50Hz／60Hz 共用 
最  大  負  荷 ファンコイルモーター ２Ａ 

最 低 負 荷 ファンコイルモーターが 0.3Ａ以下の場合、動作が不安定になる可能性がありま

す。ご相談下さい。※ＦＣＵによってはご使用出来ない場合があります） 
周  囲  温  度 ０℃～４０℃（但し、氷結しない状態であること） 
周  囲  湿  度 ２０％ＲＨ～８５％ＲＨ（但し、結露しない状態であること） 

取  付  場  所 

屋内であること。水等の液体がかからないこと。 
 
直射日光の当たらない状態であること。 
 
今まであったスイッチボックスに取り付けできますが、コントローラ内の 
センサーで感知しますので室内の温度を感知しやすいところに設置して下さい。 

使用上の制限 
本製品は空調制御用です。本製品を人命に関わる状況で使用しないで下さい。 
また、特別に信頼性・制御精度が要求される用途に使用する場合は、弊社販売員

にご相談下さい。 

オプション商品 
オプション室温センサー（K99-TK5-OS） 
外部冷暖切替ユニット （K99-TK5-IO） 
冷暖切替センサー   （K99-TK5-HS） 

注 意 事 項 

１．本製品を改造しての使用は、絶対に行わないで下さい。 
 
２．安全のため接続は計装工事、電気工事などの技術を有する人が行って下さい。 
 
３．本書に定められた定格の入出力使用の範囲でご使用下さい。装置故障の原因

となることがあります。 
 
４．本書で明示されている仕様環境に取り付けて下さい。故障の恐れが有ります。 
 
５．液晶ファンコンに電源が入っている時に、基盤表面及び基盤裏面を触ります

と、感電の恐れがあります。必ず、フロントカバーを外して作業される場合は

電源を落としてから作業して下さい。 
 
６．機器の特性上、誤結線（Ｌ，Ｍ，Ｈの誤結線含む）のまま受電されますと 

機器が故障します。受電前に必ず結線確認を実施して間違いが無いことを確認

の上、受電及び試運転を実施して下さい。 
またメガチェックは実施できません。ご注意下さい。 
 

７．仕様及び外観は改良の為、予告なしに変更することがありますので 
 ご了承下さい。 
 
８．ＦＫは電源取得回路が特殊な為、接点容量増幅用リレー等を設置できません。

また FCU の複数台連動制御は出来ません。 
 
９．液体洗剤やスプレー洗剤塗布による清掃は決して行わないで下さい。 
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K99-TK5-FK

（K99-TK5-FK取り付け方法）

＜施工に当たっての注意事項＞

・既設スイッチの接続を確認し、弱、中、強、コモンの接続配線の色もしくは番号を確認する

ステップ２　既設の風量固定スイッチからのリード線とスイッチ配線をニッパーで切ります。
※その際に液晶ファンコンをこのスイッチ配線と接続しますので短く切り過ぎないよう、注意下さい

ステップ１　既設の風量固定スイッチを取り外す前に確認して下さい

スイッチ配線の本数＝４本

液晶ファンコン施工要領図

風量固定スイッチ

スイッチ配線と結線をして下さい

黄
橙
白

赤

ステップ３　液晶ファンコンとスイッチ配線を圧着ペンチを使い、結線します（絶縁被覆付圧着スリーブ（CE2)をご使下さい）　

ステップ４　最終結線チェックを行い、ブレーカーを入れて下さい

・ＦＣＵの電源がOFFにして下さい。ブレーカーを確認下さい

風量固定スイッチとスイッチ配線の接続部分

冷房モードは運転ボタンと設定温度DOWN（▼ボタン）を３秒間同時押しで冷房モードへ
※モード変更は運転ボタンと設定温度UP（▲ボタン）を３秒間同時押しで暖房モードへ

ステップ５　試運転に入ります。まず冷房／暖房モードを設定します。液晶に冷暖モード表示があります

ステップ６　風量ボタンを押し、弱、中、強が正常に切り替わるか風量を確認下さい
※この際に制御的に設定温度条件を満たしていると制御が働き風量は出ません。設定温度を変更してください

例えば、冷房モード時であれば設定温度より室温が低い場合、風量は出ない条件になります

液晶ファンコンリード線色　　　　既設スイッチ配線

リード線　黄色（強出力）　　　　　既設配線　強

リード線　橙色（中出力）　　　　　既設配線　中

リード線　白色（弱出力）　　　　　既設配線　弱

リード線　赤色（コモン）　　　　　既設配線　ｺﾓﾝ

　※必ず取替え前に既設配線の極性を確認下さい

接続相対表
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